
 

 

 

 

 

和倉温泉の護岸復旧工事を開始 
～能登半島地域の港湾の代行施設に係る現地着工(第1号)～ 

 

 
１．復旧工事の概要 

○工 事 名：和倉港・和倉港海岸(東工区)(災害復旧)改良工事 

受 注 者：若築建設株式会社 

工事内容：仮設道路の設置など（別紙１参照） 

 

○工 事 名：和倉港・和倉港海岸(西工区)(災害復旧)改良工事 

受 注 者：若築建設株式会社 

工事内容：仮設道路の設置など（別紙１参照） 

 

○当日の作業：資材の搬入、作業ヤードの整備 

 

２．報道関係のみなさまへ 

以下のとおり、現地にて、工事概要の説明等を行いますので、取材を希望される場合は、 

予め別紙２にて登録頂いた上で、当日、１３時２０分までにご来場ください。 

日時：１２月２０日（金）１３時３０分 

場所：七尾市和倉町ヲ部地内（別紙３参照） 

当日の実施可否：天候等により中止する場合は、当日９時３０分までに連絡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸地方整備局は、令和６年能登半島地震で甚大な被害を受けた和倉温泉周辺護岸の

本格復旧に全面着工します。 

本工事は、旅館や行政機関等の関係者が一体となって検討し、第３回和倉温泉護岸復

旧会議（９月２６日開催）でとりまとめた護岸復旧方針に基づいて実施するものです。 

能登半島地域の港湾の代行施設で初めて現地着手する工事であり、１２月２０日(金)

に最初の現地作業として、資材の搬入、作業ヤードの整備を予定しております。 

（問い合わせ先） 

国土交通省 北陸地方整備局 

 能登港湾空港復興推進室 

副室長     西條（にしじょう） 

先任建設管理官 石田（いしだ） 

TEL：0767-53-0900  

同時発表記者クラブ 

 

石川県政記者クラブ 

専門紙 
 

発 表 日 時 北陸地方整備局 

能登港湾空港復興推進室 

記者発表資料 
令和６年１２月１７日 



和倉港・和倉港海岸 仮設道路の設置 概要

位置図

施工箇所

現地状況

別紙１

護岸の倒壊 大型土のう設置（応急復旧）

仮設道路
L=528ｍ

基礎捨石設置

遮水シート敷設

施工断面

【仮設道路】

施工箇所

作業ヤード

国土地理院HP(https://maps.gsi.go.jp/)を活用し、国土交通省
北陸地方整備局能登港湾空港復興推進室が作成。

仮設道路
L=384ｍ
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取材登録書 

 

取材を希望される報道機関は、必要事項を記入の上、メール送付をお願いします。 

申込先メールアドレス：ishida-m8437★mlit.go.jp 

           morohashi-t84wk★mlit.go.jp 

          （★を＠に変えて送信してください） 

 

 

 

１．報道機関名                                

 

 

 

２．氏 名                                  

 

 

 

３．電話番号                                 

 

 

 

４．メールアドレス                               

 

 

 

 

 

 期限：１２月１９日（木）１５時まで 

 

 

 

 

 



当日の作業実施箇所
別紙３

国土地理院HP（https://maps.gsi.go.jp/）を活用し、
国土交通省北陸地方整備局能登港湾空港復興推進室
が作成

取材希望者集合場所:
工事概要説明

取材希望者駐車場:
ゆけむりの宿 美湾荘 駐車場

作業内容
(仮設道路の資材搬入)

作業内容
(作業ヤード整備)

作業内容
(作業ヤード整備の資材搬入)



【参考】 和倉温泉 護岸復旧方針 （概要）

１日も早いなりわい再生のための
護岸の早期復旧・再整備

護岸と旅館建物の復旧等を同時に進めることで、
温泉地域全体の復旧工事期間をできる限り短縮。

可能な限り護岸の高さを変えずに復旧・再整備
することで、眺望に配慮。

天然石を使用し、護岸を藻場造成の場として
活用することで、水産振興にも寄与。

護岸復旧のポイント

ポイント①

ポイント②

ポイント③

【復旧等完了後（イメージ図）】【工事中（イメージ図）】

護岸工事と並行して旅
館側の工事が可能

海側から護岸を復旧

ポイント①

ポイント③

ポイント②

仮設道路の一部
を活用して藻場
造成の場を整備

旅館からの眺望に配慮※

※ 護岸の海側に上図のような浅い場所を設けることで、荒天時の陸域への越波量を減少させることが
可能。そのため、護岸を高くするのを避けることができることから、ポイント②の実現に寄与。

※２

和倉温泉の魅力の維持

周辺の環境に配慮

別紙４
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